
令和６年10月開催松野町農業委員会定例総会会議録 

 

１．開催の日時及び場所 

   日 時   令和６年10月11日（金） 13時30分より 

   場 所   松野町役場２階 議場兼大会議室 

 

２．会議構成員（農業委員）現在総数   13名 

   出席：13名     欠席：０名 

 

３．農業委員出席者氏名 

役職名 議席番号 担当地区 氏 名 出欠 

会長 １ 上家地 村田 和宏 出席 

副会長 ２ ― 矢野 千津 出席 

 ３ 蕨 生 金谷 純一 出席 

 ４ 富 岡 加賀田幸二 出席 

 ５ 吉 野 太田 善英 出席 

 ６ ― 山崎  匡 出席 

 ７ 豊岡前 毛利 彰男 出席 

 ８ 松 丸 山口 賢三 出席 

 ９ 目 黒 河野 和平 出席 

 10 豊岡後 森口  泰 出席 

 11 延野々 石田 芳久 出席 

 12 奥野川 滝口 博臣 出席 

 13 ― 松比良八重子 出席 

その他出席者 

農地利用最適化推進委員出席者 

区域 氏  名 出欠 

松丸地区、延野々地区、 
豊岡後地区、豊岡前地区 

綱崎 幸紀 出席 

松田 荘一 出席 

富岡地区、上家地地区、目黒地区 
井上 優二 出席 

橋田 忠弘 出席 

吉野地区、蕨生地区、奥野川地区 
金谷 恒夫 出席 

滝本 音次 出席 



 

  農業委員会事務局 

   農業委員会事務局長   小西  亨 

   農業委員会事務局次長  中平 大介 

   農業委員会事務局主査  音地 絢太 

       

４．議長選出他 

   議長          村田 和宏 

   会議録署名委員     毛利 彰男 

山口 賢三 

 

   会議書記        音地 絢太 

 

５．閉会の日時 

令和６年10月11日（金）    14時15分 

 

６．議事日程 

 議案第１号 農地法第３条の規定による許可申請について 

  議案第２号 農地法第４条第１項の規定による許可申請について 

議案第３号 農地法第５条第１項の規定による許可申請について 

議案第４号 農用地利用集積計画（案）の承認について 

 

  

 

７．会議の概要 

 

小西事務局長 

 

 

 

村田会長 

 

 

 

 

 ただ今から農業委員会の定例総会のほう始めさせて頂いたらと思い

ます。開会にあたりまして、まずは会長のほうからご挨拶をお願い致

します。 

 

 こんにちは。大勢の参加ありがとうございました。気候のほうも秋

になりまして、昼間は暖かいですけど、朝晩はかなり寒いという日が

多くなりました。早期米のほうも終わって、それからまた来週再来週

になりますと、また忙しく柚子のほうがあるんですけど、みなさん朝

晩の温度の差で体を壊さないようにまた農作業に取り組んでいただい



 

 

 

 

 

 

 

 

 

音地主査 

 

村田会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

たらと思います。 

 また、都会よりも田舎がいいなというふうに誰もがＵターンとＩタ

ーンとかいうので帰って来られるようにできるだけ農地のほうも守っ

ていきたいと思います。よろしくお願い致します。 

いろいろな案件あるんですけれどよろしくお願い致します。 

本日の議事録の署名委員なんですけど、７番の毛利委員さん、８番

の山口委員さんにてお願いを致します。 

４番の報告事項なんですけど、事務局のほうでありましたら。 

 

その他でまとめてでお願いします。 

 

その他のほうでお願いを致します。 

早速なんですが議事に入りたいと思います。議案第１号農地法第３

条の規定による許可申請についてを議題として説明を致します。 

申請地上家地次のページに28筆あるんですけど、地番のほうはよろ

しくお願いします。申請契約内容なんですけど、所有権移転です。図の

ほうは６ページからお願い致します。申請者譲受人が西予市三瓶町○

○○番地有限会社○○○代表取締役○○○、譲渡人が松山市三番町○

○○番地○○○理事長○○○、譲受人の営農状況なんですけど、作付

けの作物なんですけど野菜主にキャベツ、玉ねぎです。所有大農機具

ボブキャット３台、ミニ油圧シャベル６台、トラクター３台、スキッド

ステアローダー３台、タイヤシャベル43台、農作業に従事する者、常時

雇用が76名です。周辺地域との関係なんですけど、これまでどおり畑

として利用し、維持管理を行います、周辺の農地に影響は無く、集落営

農や経営体の集積への取組、農薬の使用方法の違いによる耕作への支

障は無いと思われます。農業の維持発展に努め、地域活動への参加、農



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

金谷委員 

 

 

小西事務局長 

 

 

 

 

 

 

 

 

道、水路等の共同利用施設の取決めを守り、獣害対策等にも協力を致

します。農地の利用状況なんですけど農地面積が11,289㎡田んぼはゼ

ロ、畑は11,289㎡です。先ほどの地番なんですけど○○○番から○○○

番まで地目は全部畑です。全部で28筆あります。面積は31,563㎡です。

それと農地法第３条第２項の第１号から６号までは該当しないと認め

ました。よろしくお願い致します。 

以上なんですけど、これは須山団地と違って黒ケ谷団地言って今ま

でいろいろと養豚団地をというところではありません。別のとこの○

○○が使って借りて耕作はまだして無いんですけど、管理だけをしよ

る状態です。町道と農道は年に２回から３回ほど草刈りを行っており

ます。年に一度くらいなんですけど畑の中のほうも大きな機械が何台

も来て、草刈りというか除草というかを行ってる状態です。 

何か質問ありましたら。 

 

これ見ましたら狭いとこ、広いとこ様々ですね。現状変更そういう

ようなことをされて使われよるんやろか、それともそのままの状態で。 

 

多少補足をさしてもらうとですね、もう隣接をしとるので、地番は

分かれてますが引っ付いとるとこは一枚になって造成をされておりま

す。そもそも林地化しとったところから再興をしてもろとるので、ま

ず木を切るとこから初めて、抜本をしてそしてその当時堆肥をかなり

の台数入れて耕作できる状況に近いところまで戻してもらっている状

況です。これは須山みたいにある程度大きい広がりのある一面の農地

というよりは、山の山頂部を切り取って切り取って平地を造っとるの

で、山の突先を切って切って出来とる農地という感じで見てもろたら

と思います。後は町道がはしっとる間だけこう山の骨筋に畑があると



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

金谷委員 

 

小西事務局長 

 

かあまり全部を一面にして一枚の畑に使うっていうのはちょっと難し

い、山の中に畑がぽつぽつあるような想像をしてもろたらと思います。

会長とこの上に上がったとこなんで、会長とこの梅畑の手前のほうと

か、家のほうの内側の山の斜面とかそうところが畑になっております

ので、そういうイメージを持って頂いたらと思います。会長が言うた

ように管理だけはしとるので、すぐに畑になるかは少し手は入れんと

いけんのですけど、経緯からいうと須山団地に養豚場を作るために手

続きをしていただいております。あそこの中にもえひめ農林振興機構

の農地がありました。これは昔の事業の農地保有合理化事業で訳あっ

てその前段の段階で機構が持っとるわけなんですが、須山団地だけ名

義を変えても黒ケ谷団地に農地が残ってしまうので、○○○に全てを

引き取ってほしいという意向があって、須山団地は転用をかけて養豚

場にしますが、ここは畑のままで使いますので、今回３条の申請で名

義変更をしていくということになります。この３条は農業委員会の許

認可だけでできるので、先だしで今回３条の申請がでてきてるという

ことです。後は５条申請になるんですけど、それは農振除外の手続き、

転用の手続きの許可が下りないと５条申請できませんので、そのタイ

ミングでもう少し時間が後になってから須山団地の５条申請が出てく

る時にご認識をいただいたらと思います。○○○が譲ってくれという

よりは機構がこの際全部を引き取ってほしいという意向が強いのでそ

のへんはちょっとお含み頂いたらと思います。 

 

28筆ありますけど、戸数として何軒の方が持っておられるか。 

 

機構の持ち物、塩漬けの土地を何十年ずっと、この際手放さんと二

度と動く可能性がないんで、ここを引き取ってくれという話で進んだ



 

 

村田会長 

 

 

 

 

金谷委員 

 

小西事務局長 

 

 

 

 

村田会長 

 

音地主査 

 

村田会長 

 

（会場） 

 

村田会長 

 

 

 

という訳です。 

 

補足でその黒ケ谷団地は土地全部で三万一千とかいう土地以外に全

部で６軒ぐらいの方がまだ持っとるんですが、私以外は皆○○○に貸

しとります。貸しておそらく上納をもらいよると思います。いろいろ

ややこしなるから１軒だけは訳あって貸し借りはせずにやっとる。 

 

そうなっとるんやったら現状変更しても関係は無い。 

 

ずっと持ち主はここには入ってないんで、○○○は基本的には借り

てしか作らないんですけど、ここは訳があるので、自分の所有地にし

よういうことで、さっきも言うたように他の地主さんで貸し借りする

時は貸し借りで済ますいうのが○○○さんのスタンスなんで。 

 

ほか無いでしょうか。事務局のほうで何か別のことありましたら。 

 

無いです。 

 

あと質問もないようですけど、申請のとおりでよろしいでしょうか。 

 

     ※会場より「はい」の声あり。 

 

ありがとうございました。議案第２号農地法第４条第１項の規定に

よる許可申請についてを議題として、事務局のほうで説明をお願いし

ます。 

 



音地主査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

村田会長 

 

 

資料８ページ目をご覧ください。それでは説明をさせて頂きます。

農地農第４条第１項の規定による許可申請になります。申請地は豊岡

○○○番、地目は畑で面積が45㎡となっております。現在の利用状況

は宅地となっておりまして、違反転用の事案となっております。転用

後の用途としましては、住宅、駐車場、通路等ということで、図につき

ましては９ページ目をご覧ください。申請者の情報になります。松野

町大字豊岡○○○番地○○○さん、転用の事由と致しましては、申請

者は現在住んでいる家が老朽化してきたことから、自宅の建て替えを

することになり、住宅敷地の一体利用地として使用したいということ

です。転用申請農地等の詳細でございますが当該農地はコンクリート

構造物等で囲み、周囲の農地に影響が出ないようにし、生活排水は既

存の施設に流し被害が出ないようにする。また、当該農地は10ha以上

の集団的農地内にあり、第１種農地に該当しますが第１種農地の転用

不許可の例外事項である既存施設の拡張に該当致します。また、既に

宅地として転用してありまして、違反転用事案となっております。違

反転用の概要としましては、今回の申請者の父が昭和55年に隣接地で

ある○○○番の宅地に居宅を建設しておりましたが、建築にあたって

○○○番を取り込んだ一体利用地として車庫や倉庫を建築している状

況でございます。こちらにつきましては今回の申請時に申請者から始

末書の提出がなされているとともに、先日森口委員さんと現地確認を

しておりまして現地については問題ないことを確認しております。説

明は以上になります。ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

 

説明が終わりましたが質疑等ありませんでしょうか。昔からの違反

転用なんですけど、どうにもできんから許可でよろしいでしょうか。 

 



（会場） 

 

小西事務局長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

村田会長 

     ※会場より「はい」の声あり。 

 

今回の案件は現状として致し方ないので、追認をせざるをえんです

が、各委員さんの地元で無断転用の案件があれば、放置しとくのもよ

くないので、今回の手続きはよくはないんですが、放置するよりはま

だましと、本人に自覚を促して始末書を書いたうえで正規の手続きを

追っかけやってくださいと、現状が無断転用になっとるとこはやった

ほうがいいと思いますので、どこが違反転用になっとるか、なかなか

分かりづらいところはありますけど、そういう視点でもまた地域内の

農地を見ていただいたらと、耕作放棄地になったところを見るのが農

地パトロールの主要な役目ではあるんですけれど、無断転用になっと

る案件も放置すると農業委員会は分かっとってなんちゃ言わんのかい

う話になってもいけないので、その辺はもう少し目を入れいただいた

ら思います。それと何か構造物ができるとか、駐車場を造成するとか

そういう土地の動きがあるような時には、農地が絡んでないのかない

うのはまた横目をいれてもらって、もしそういうところを無駄に取り

込むような話になるのであれば正規の手続きをしなさいよということ

は言わないといけないかなと思いますので、これを一つの契機という

か、ただ追認したっていうだけじゃなくて、そういう対応いうか意見

がちゃんと出された上で追認したいうことにしていただいとったらい

いのかなと思いますので、この案件は致し方ないといっても、まあこ

うゆう案件がごろごろ出てこないように、事務局的にも務めたいと思

いますので、そのような視点で地域内の農地の点検をしていただいた

ら思います。 

 

農地のほうにあるかもわからんけど、またよろしくお願いします。 



 

 

 

音地主査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 続きまして議案第３号農地法第５条第１項の規定による許可申請に

ついてを議題として事務局のほうで説明をお願い致します。 

 

 資料11ページ目をご覧ください。農地法第５条第１項の規定による

許可申請についてでございます。申請地は目黒○○○番地目は田で面

積は1996㎡の内623㎡となっております。現在の利用状況は田で転用

後の用途としては残土置場となっております。図につきましては資料

12ページ目をご覧ください。続きまして申請者の情報になります。今

回は賃貸借による設定となっておりまして、借受人が高知県四万十市

西土佐江川﨑○○○番地有限会社○○○代表取締役○○○さん、貸渡

人が高知県四万十市西土佐江川﨑○○○番地○○○さんです、転用の

事由と致しましては、借受人は、農地法第５条第１項の許可を受け、建

設発生土の埋め立てを行ってきましたが、令和５年４月28日に完了し

たことにより、新たに残土置場を確保する必要が生じているとのこと

でございます。また、現在高知県四万十市にて建設業を営んでおりま

して、県境付近での工事を受注する機会が多く、残土の運搬経費を少

しでも減らしたいことから、県境付近で残土置場の整備を計画したも

のでありまして、貸渡人は借受人の要請を受けいれ貸渡すものとなっ

ております。転用申請農地等の詳細についてでございますが、当該農

地は農業公共投資の対象となっていない小集団の生産力の低い未整備

農地であり、第２種農地に該当致します。また、建設発生土の受け入れ

に合わせ土羽を仕上げ、法面保護のため完了後は緑化するとのことで

す。また、こちらの案件につきましては、先日河野委員さんと現地確認

をしておりまして現地については問題ないことを確認しております。

説明は以上になります。ご審議のほどよろしくお願い致します。 

 



村田会長 

 

矢野副会長 

 

村田会長 

 

 

小西事務局長 

 

音地主査 

 

小西事務局長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

村田会長 

 

（会場） 

 説明が終わりました。質問等ございませんか、 

 

 何年か前に見に行ったとこかね。 

 

 あそこの隣。 

 前に見に行ったとこは終わって今度新しく。 

 

 農振外しとったっけ。 

 

 農振今11条の公告中。 

 

 以前に農振地域なんで農振除外をやるのに意見を一回付けてもらっ

た農地の今度は５条申請になるということです。ですから農振の手続

きの時に土砂条例の3,000㎡超えたら埋め立てになるので、土砂条例の

許可を取らないといけないことになるんで、そういう手続きが順調に

進んで保健所の管轄になると思うんですけど、そこの申請がきちっと

できた段階で受け付けますよという話にしてましたので、そういう続

きも踏まえてやられている状況を見つつ、最終的に農地法の手続きに

はいるということです。許認可取らずに農地法だけやると、うちが先

にお墨付き付けたようなことになってしまうので、これは最終的な判

断はうちがさしてくださいということで、進めてきておりますので、

手続きは問題ないかな。 

 

 これも申請のとおり許可でよろしいでしょうか。 

 

      ※会場より「はい」の声あり。 



村田会長 

 

 

音地主査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

村田会長 

 

 

（会場） 

 

 続きまして議案第４号農用地利用集積計画案の承認についてを議題

として事務局のほうで説明をお願いします。 

 

 資料14ページ目をご覧ください。番号38番貸人豊岡○○○番地○○

○さん、借人豊岡○○○番地○○○さん、利用権を設定する土地は豊

岡○○○番、○○○番、○○○番、○○○番、地目は全て田で、面積が

４筆合計で6,054㎡となっております。15年の賃貸借による契約となっ

ております。図は資料15ページ目をご覧ください。継続の案件となっ

ております。 

 続いて、番号39番貸人豊岡○○○番地○〇さん、借人豊岡○○○番

地○○○さん、利用権設定する土地は豊岡○○○番、○○○番、○○○

番、地目は全て田で、面積が３筆合計で3,168㎡となっております。13

年の賃貸借による契約となっておりまして、図は16ページ目をご覧く

ださい。継続の案件となっております。 

 番号40号貸人南宇和郡愛南町増田○○○番地○○○さん、借り人目

黒○○○番地○○○さん、利用権を設定する土地が目黒○○○番、○

○○番、地目は全て田で、面積が２筆合計で2,438㎡となっております。

８年の賃貸借による契約となっております。図は17ページ目をご覧く

ださい。継続の案件となっております。説明は以上になります。ご審議

のほどよろしくお願いいたします。 

 

 説明が終わりましたけど、全部継続なんですけど、承認でよろしい

でしょうか。 

 

     ※会場より「はい」の声あり。 

 



村田会長 

 

音地主査 

 

村田会長 

 

 

小西事務局長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ３件とも承認いうことで、同じ人が15年と13年いうことで。 

 

 理由は特に聞いてないです。 

 

 いつものように調子よく終わりましたけど、その他にはいります。 

その他で事務局のほうから。 

 

 そしたら提言書の最終案を今日手元に配らしていただいておりま

す、今回赤字で打っとるところがですね、最終的に私が筆を入れまし

て、前回青字でカッコ書きしとるところ細かくなり過ぎると少し広げ

て、広くとれるように書き直しさして下さいねということを言わして

いただいたと思いますので、そういう視点で書き直したものを提示し

ております。前回のところは１番の２ページの１からしか始まってな

いので、少し前段の文章をひっ付けました。それが、１ページから２ペ

ージの頭になるところが書き足した部分であります。１段落目は少し

国といいますか少し大きな視点で今の農業をとらえた文言をいれてお

ります。過疎化が進んで担い手がおらんとか、それが耕作放棄地に繋

がったり、一部の担い手だけでは限界よという話を書いたり、コロナ

は終わったがなかなか経済が農業にも厳しい状況を落としておりまし

て、それが農家の負担も価格転嫁がなかなか難しいんで農家の負担ば

っかり増えとるというようなことを書いとります。２段落目がこれは

国の大きな動きがありますのでちょっとその辺を書いとります、食料・

農業・農村基本法いう国の農業の一番大きな法律が改正をされとりま

して、そこにあるように食料の確保の問題とか、環境に配慮した農業

いわゆる有機農法を進めていくとか、持続性を保つために効率化を進

める、要はＩＣＴとかＡＩの技術を入れるとかですね、環境に配慮し



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

た農業の在り方、社会維持のための農村が大事だよということをこの

法律でもいってます。石破さんが言いよることにかかってはくると思

うんですけども、基本の有益な農作物をどんどん外に売っていって外

貨を稼ぐ農業の収益性をあげるとかいうことも書いてありますので、

その辺を少し変えたものになります。３段落目がうちの状況を少し入

れて、こういうことにも気を付けてもらわないと、やっぱり農業が難

しいですよということを書いております。 

 基盤法が改正されて地域計画を今年度末までに作らんといけん状態

になっとって、それによって、農業委員会の役割もちゃんとでとるの

でそれをやってますと、地域計画を作るとそこにあるのか、無いのか

国の施策の判断基準にどうしてもなるので、必要な部分はしっかり網

羅をするようにやりますよということを、農業委員会としてもやりま

すよということを書いとります。そういうことにもからんで、一番の

来年度に向けての懸念は基盤法による今日もやってもろた農地利用集

積計画の土地の貸し借りが無くなってしまって、いわゆるバンク法に

一本化されるということが決まっておりますんで、そのへんが一番の

関心事である。だからちゃんとやらんといかんでしょうねということ

を書いとります。今中間管理機構の愛媛の機構においては来年度以降

の事務の取扱いをどうするのかいうのは、市町とのすり合わせを今や

っておりますが、各市町の捉え方がバラバラなので、うちとしては基

盤法がなくなったらバンク法しかないし、それを今のままでやりよっ

たら、やり取りばっかりせないけんなるので、うちに権限移してもろ

て、うちの中でギュッとすまそう、基盤法と同じくらの手続きですむ

ように、今機構のほうが考えてますので、もうそれでやらざるをおえ

んかなと思いよるんですが、要はこれ国・県の機関じゃない一般社団

法人の権限を市町もしくは市町の農業委員会に兼務さそうとしよるの



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

で、少し自治法とか地方公務員法とかそういう中に明確な根拠がちょ

っと無い、薄いんで、おっきい市町ほどそれでほんとにやっていいの

かいうのがちょっと懸念材料として今浮かんでます。ですから、松野

はやってもいい言うて手を上げよるんですけど、松山・今治・西条・新

居浜・八幡浜・宇和島も含めて大きい市は、財政とか人事当局と話をす

るのに根拠がないものやれるかえと、つっぱねられそうなんでもう少

し根拠詰めていかんとほんとに今機構が書いとる事務委任ができるか

どうかあやふやなんです実際のところ、だからそういう部分を匂わせ

たような書き方、時間が進んでいって、出すころにはもうもうちょっ

と明確になっとるかもしれんので、あまり今の時点で細かく書きすぎ

るといかんので、こういうことも触れております。要するに、そのこと

がうまくいかんかって農家や担い手の利用権設定の申請が煩雑になっ

たり、時間がかかるようになると、大ごとなのでそのへんをうまいこ

とやってくださいという意味でちょっとそこらへんはふれておりま

す。それに伴って農業委員会の今の体制では無理が出るかもしれんの

で、しっかりとした事務局を体制を作ってくださいねというようなこ

とを書き足しております、 

 大体そのような内容のことを書いとります。農業全般に触れようと

思たらもっといっぱいあるんですが、具体的に以降内容を詰めて書い

ておりますので、そのへんは項目ごとに見て頂いて、要望としてとら

えてもらおうかなと思っておりますのでそういう書き方にしておりま

す。一番は地域計画と来年以降の手続きがしっかりうまくいくように

せんと農業委員会の仕事が根本がぐらぐらになりますので、そのへん

をしっかりと押さえてもらうように書いとります。押さえてもらうよ

うに書いて自分で受けないけんのでなかなか難しいんですが、一応農

業委員会としてはしっかりやると言わないけんかなと思っておりま



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

す。 

 項目ごとに言いますと黒字のとこは変わってなくて、青いカッコ書

きでどうでしょうと言ってたのをもう少し大きくまとめて赤字の丸ボ

ッチで書き直しておりますので、ここはこういうふうに変わったんか

ないうので見てもろたらいいかなと思います。意図的にはあまり内容

を変えておりません。少し文言を書き換えてとれるようにしたような

感じなので、あまりこう中身が大きく変わったところはないとは思っ

ておりますので、見てもらったらと思います。そして、５番とか６番は

前回書いた内容でそのままにしてるので、ここは変えておりません。

７番目のところは六次化いうてしとったんですが、今六次化だけじゃ

なくて、農家が六次化やるとすごくハードルが高いというか、なかな

か難しいので、六次化等ということでいろんな加工の原材料の供給だ

けとか、あるものを使ってとか、やり方いろいろあると思うんで、そこ

ら辺をひっくるめてうまくサポートしてくださいというような言い回

しに書き換えております。８番は前回なかった部分を書き足しており

ます。先ほどちょっと説明をした、手続き等が変わってくることもあ

るんで、農業委員会の事務体制を整えるのは必須でしょうということ

で、前回なかったんですが、ここをしっかりと、来年の人事に向けて頭

ん中に入れとってもらわんと、人事やり始めた頃に農業委員会人いる

んかねいう話になってもいけませんので、書き足したようになってお

ります。実際にえひめ機構のほうも各市町にヒアリングを今からやっ

ていくんですが、当然農業委員会とだけやり取りしよっても人の問題

はクリアできませんので、全ての市町の人事当局・財政当局にも話を

しに行くということになっとるので、ある程度農業委員会としても早

い意思表示をして、それらの対応はしっかりやれということは言うと

るし、その中にも書き足しております。総務課長を通じて理事者の耳



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

村田会長 

 

 

 

には私のほうから逐一入れておりますので、手続きが変わる人の体制

が変わる。だから上がちゃんとやっとってくれんと困るんですという

ことは一応言っておりますが、全体のバランスもあるので簡単にはオ

ーケーでにくいとこもありますけど、意思表示をするということで期

待しておりますので、それとこれお尻に火がついて書いたので前回何

言われてたかなともう一回見た時に山崎委員さんからＩＣＴのこと書

けいわれとって、分かりましたと言うとるのに、漏らしておりますの

で絶対足しますんで、そのへんは１項目、２項目足して仕上げるとい

うことにさしてもろて、それでご理解をいただいたらと思います。 

 早い時期には出したいんですが、町長さんの任期変わりがあるんで、

それが終わって次の任期に入った時点じゃないと、終わる間際に出し

ても意味がないので、出すタイミングはその辺を見定めてなるべく早

い時期に正・副会長からお渡しをいただくということにさしてもらっ

たらと思います。これでいいですか。かなりの内容網羅しとるんで、ど

うしてもこのへん文言入れとってくれやいうのがあれば、書き足はし

ますが、どっちみち後から具体的に全部出てきとるので、今日書き出

した１ページから２ページは社会情勢をとらえて前置きとして   

かなと思ってますので、すぐにという訳にいかなんだらまだ手直しで

きる時間はあるので、気づいたとこがあれば事務局に直接言ってもら

ってもいいと思いますんで、そう対応をさしていただいたらと思いま

す。 

 

 また何かありましたら事務局に直接言うて、こういうの入れてほし

いというのがありましたらお願いをいたします。 

 ほかありましたら。 

 



音地主査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

村田会長 

 

 

矢野副会長 

 

 

 

 

 事務局から２点その他で説明をさせていただきます。まず皆さんに

お配りしております、人口減少対策に係る後援会の開催についてをそ

れぞれお渡しをさせていただいたおります。こちらはふるさと創生課

のほうから案内がありまして、講演会に参加してほしいということで、

10月23日水曜日なんですけれども、時間が15時30分から17時までと場

所がこちらの議場になっておりますので、もしご都合がつく委員さん

等おられましたらご出席のほど是非ともお願い出来たらと思っており

ます。 

 続いて、次の委員会の開催日のお知らせになります。次回の委員会

を11月8日金曜日で時間は13時30分からで会場はこちらの議場でとり

行いたいと思いますので日程調整のほどよろしくお願いいたします。  

報告事項は以上になります。 

 

 委員さんから何か無いでしょうか、無いようですのでこれで終わり

たいと思います。 

 

 いろいろとお疲れ様でした。今日の議事には農地法3条、4条、5条と

あって農地法はなかなか難しいなと思って、学ばないとと関心しまし

たけども、またこれからも色んな案件があると思いますが、みなさま

どうぞよろしくお願いします。お疲れ様でした。 

  

 


